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論 文 内 容 の 要 旨
本論 における問題関心 の中心 は、近世 日本の地域 内部 におけ る社会関係 の新 たな形成 または
再編 が、 いかにその外部 の地域 との有機的かっ継続 的な関連性 を もって進行 したか、 とい う点
の解 明に置 かれている。具体 的には参詣旅行を通 じた参詣対象地(寺 社 ・山岳)周 辺地域へ の
参詣者 の流入 がその地域 に もた らした社会構造 レベルでの影響 の諸相 につ いて、総合的 な検討
を加え ることを課題 とす る。
近世 日本 の地域 に関す る従来 の研究 にあって は、 自己管理能力 とそれに ともな う閉鎖性 ・完
結性 の向上 が強調 され ることが多 か った。 こうした指摘 は一面 の真実 をっ いているが、近世社
会 の特徴 はむ しろ高 度 に発達 を遂 げた流通 ・'交通 ・情報網 な ど、 さまざまな媒介項 を通 じて そ
れ ぞれの地域 同士が互 いを不可 欠な存在 として強 く結び付 き合 うことによって、 その総体が構
成 されていた点 に求 め られ る。近世 におけ る参詣旅行の流行 について も、 こうした地域同士 の
結 び付 きとい う観点か らその社会的意義 が検討 され るべ きであ ろう。
参詣旅行 の流行 は近世 にお いて 日本全 国に見 られ るようにな った現象 であ り、伊勢神宮 を代
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表格 として本論 で取 り上 げる富士山や出羽三 山など さまざまな参詣対象地 が各地 に栄え るよ う
にな って いた。 そ して参詣対象地 周辺地域 と参詣者居住地(檀 那場な ど)と の間 には、主 と し
て参詣 者お よびそれ らの勧誘や布教 へお もむ く在地宗教者 などが相互 に往来することによって、
強固 な地域間関係が形成 されて いたのであ る。双方 の地域 は陸運 また水運 も交えた多様 な参詣
ル ー トの発達 によ って、互 いの地域 住民 の 日常的 な生活圏や支配領域 を越 えて接 合 されて いた
が、参詣 旅行 の流行 による参詣者 の著 しい増加 また変質 は しだ いに参詣対象地周辺地域 に対 し
て複雑 かっ莫大 な影響 を与えてゆ くよ うになる。
参詣 者 二外部か らの流入者の増加 と変質 は、彼 らと相対す る参詣対象地 周辺地域 の住民 の生
業形 態か ら地域経済、 宗教 ・文化環境 また慣習な どあ らゆ る側面 への影響 を与 える ものであ っ
た。 それで もなお地域 側が参詣者 の受 け入 れ=外 部地域 との関係 を継続 しよ うとす るのであれ
ば、 右の よ うな項 目をめ ぐって住民相互 がそれぞれ に取 り結 んでいた社会 関係 につ いて も全面
的な再編 が と もなわざ るを得 ない。 それは近世 的参詣旅行 の発展 に対応 し得 るだけの機能 を備
えた、新 たな地域社会 構造 が成立す る過程で あった。
(1)近 世 後期 にお ける参詣者 の変質 と参詣拠 点の村 ・町
近世 において参詣対象地周辺地域 と参詣者 との関係 を媒介 していたのは、同地域内部 に発達
した信仰登 山集落 や門前 町など参詣拠点 と して機能 した町 や村 である。富士山麓の駿 州側 には
御厨領 と呼ばれ る近世以前 か らの生活 ・政治的ま とま りを有 した地域が存在 したが、 同地域 に
発達 した信仰登 山集落 である須走村(現 、静岡県駿東郡小山町)で は御 師や神主 ・寺 な ど宗教
者集団 と、導者宿 とが参詣者相手 の宿 泊業 を経営 していた。出羽三 山の場合 は山麓 の信仰登 山
集落 のほかに も、庄内藩 の城下町であ る鶴 岡(現 、 山形県鶴岡市)市 中の個別 町であ る七 日町
に集住 していた旅籠屋 も参詣者 を主 な客層 のひとっ と して いた。
御 師な ど宗教者 は檀那場の経営 によ って師檀関係を確立 させてお り、 それに基づ いて檀那 を
参詣旅 行 に誘致す るのが基 本的な経営形態で あ り、須走村御 師の檀那場 は江戸 ・武蔵 ・常陸 な
ど関東 一帯か ら奥州 ・伊勢 な ど全 国的に展開 して いた。導者宿 や旅籠屋 も参詣者 と定宿関係 を
形成 して いたが、 師檀 ・定宿 関係 は宿泊業者側で利権化 が進 め られ、各 自の経営基盤 をな して
いた。 これ ら関係 を通 じて須走村 や七 日町 は参詣者居住地 との結 び付 きを維持 し、 参詣者を安
定 して誘致 す ることで再生産 をはた して いたのであ る。
しか し近世以前 か ら継続 して きた師檀 ・定宿 関係に基礎を置 く須走村 の宿泊業経営 は、明和 ・
安永期前後 か ら寛政期 ごろ一18世 紀後半 か ら19世 紀 にかけて大 き くゆ らぎは じあ る。 この時期
には富士 山参詣者数 が増加 の一途 をた どってお り、須走村が毎年 の参詣 シーズンに迎 えた参詣
者数 は1万 ～2万 人 に達 して いたが、 そ こには師檀 ・定宿 関係 に属 さない一見 の参詣者 も多 く
含 まれ るよ うになって いた。 また近世後期 たは檀那や定宿 の参詣者 も、 自 ら宿泊先 を選 択 し、
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変更 しよ うとす る傾向 を強 めて いたのであ る。
明和～寛政期 には、参詣者 は須走村 の宿 泊業者 の中で も宿泊施設 一つ ま りその居 宅が手広 な
ものや華美 な ものに集 まる傾向が顕著 にな っていた。師檀 ・定宿関係 による束縛 を離 れて流動
性 を高 めた参詣者 による宿泊先の選択基準 としては、第一 に宿泊施 設の見栄 えや快適 さがあ っ
たので ある。 第二 には宿泊業者が提供 す るサー ビスの善 し悪 しがあ ったが、 サー ビスの要求基
準 は参詣者 自身の居住地 にお ける文化環境 に応 じた価値観 に基 づいていた。 こうした要求 の多
様 化 とそれ にともな う宿 泊先 の流動化 は近代的 な観光旅行 一大衆観光 の成立 にっ ながる傾 向 と
言 い得 るであ ろう。 しか しそれ は参詣者 との固定的関係 に依拠 していた、従来 の宿泊業者 の経
営方針 の根本 的な転換 を迫 るものであ った。
須走村 において は村掟 に違反 した参詣者勧誘=「 導 者(宿 引 き)か らくり」が住民 の間で近
世後 期 に向 けて頻発 す るに至 っていた。参詣者 の宿泊先の流動化傾 向 は御 師や導者宿 の経営拡
大、 また宿泊業 か ら疎外 されていた階層 の経営進出への意欲 を刺激 し、 さまざまな形態 による
新 たな勧誘活動 の実践 を促 したのである。 それ は村内に 自由競争原理 が持 ち込 ま.れつっ あった
こ乏 を意味 していたが、 その野放図 な展開 は住民同士 の衝突 の機会 を増加 させ、経済的不平等
を拡大 させ るとともに互 いの関係 を著 しく悪化 させてい った。
村 内の秩序 回復 のために須走村 が取 り得 た社会構造再編 の方法 としては、 ひとっ は御師集 団
の宗教者 としての特権身分化=「 百姓」身分 と隔絶 した立場 の獲得 による村 内ヘゲモニーの掌
握 を通 じて、「か ら くり」 を行 う 「百姓」 の強圧的な統制を施行 す ることがあ った。 もうひ と
っ は参詣者か ら獲得す る利潤 の平等 な配分体制 を宿泊業者集団全体で整備す ることであ り、御
師集団 は当初 は前者 の実現を 目指 しなが らも、村 内における他の住民 との争論 を通 じて実 際に
は後者が選択 された。
須走村 は富士山麓 の地味 の悪 い土地 に発達 した ことか ら農耕 には適 さず、住民全体 が生計 の
何が しかを参詣者相手 の諸経営活動 に依存 していたために著 しく住民各 自の生業形態 が類似 し
て お り、かつ経営上 の平等志向が根強 く存在 していた。っ ま り他の住民 との生業上 の差別化 を
助長す る御師集団の特 権化 にっ いて、村 内で合意が形成 され るには困難 な状況 にあ ったので あ
る。領主(小 田原藩)側 も御師集団 と他 の住民 との争論 にあ って 「村方一統」 としての存続 の
論理 と年貢 ・上納物徴収の円滑 な遂行 のために御師集団を積極 的に は支持 せず、結果 として生
業上=「 富士山渡世筋」 にお ける格差 は設 けちれなか った。
近世全般 にあ って御 師の身分 的位 置は法制度 ・社会的意味の双方 において 「百姓兼帯之神職」
で あ り、御師集団 と他の住 民(「 百姓」身分集団)と は村 とい う枠組みの中で、「富士山渡世筋」
を共通項 と して その職分 を半 ば融合 させ あ って共存 していた。 そ して明和～寛政期 にお ける御
師 ・導者宿入れ込みの 「宿 屋仲間」 の成立 と 「順廻留」 の導入 は、須走村 の機構的成熟が御師
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集 団 を内部 に取 り込 むか たちで進行 した ことを証 明 している。
「順廻留」 とは師檀 ・定宿関係のない参詣者 を宿泊業者 の間で順番制 によって一 定度平等 に
配 分す る制度で あるが、客 の奪 い合 いによ る衝突 を未然 に防 いで村内 の平穏を保 っ とい う秩序
維持機能 を も有 していた。 このよ うに 「順廻留」 は近世後期 の須走村が参詣者受 け入れを継続
しなが ら再生産 を維持す る体制 の中核 とな る制度 であ ったが、 それ に劣 らず重要 なの は、 「順
廻留」 が領主 によ る参詣者管理 の徹底 についての戒告 を契機 として導入 され たことで ある。っ
ま り 「順廻留」 の導入 とは、領主か ら参詣者 冨外部 か らの流入者の管理を委託 されて いた須走
村が その機能 を充実 させ る重要 な一過程 で もあ った。
参詣者管理 は明和～寛政期 に参詣者数 の増加 にっ れて富士 山中での事故 も多発 す るに至 って
いた ことか ら問題化 して きていたが、領 内 にお ける 「生死 二相懸 り候儀」 の確実な把握 は領主
に とって支配 の実現 の根幹 に関 わる案件であ った。 また鶴 岡七 日町 の 「宿仲間」 が18世 紀初 頭
(元 禄期)に 導入 した 「廻 りつ け」 も流入者管理基準 と して都市行政 の中 に位 置 づ け られ てお
り、「順廻 留」 とほぼ同様の意 味を持 つ制度 と評価 し得 る。
近世後期 における参詣者 の増加や変質 に対応 し得 るだけの参詣者対象地周辺地域側の体制 は、
参詣拠点 である村 ・町へ の住民 の結集 と、 その内部 での仲間組織の整i備に基礎 を置 いて成立 し
たのであ る。 そ して領主 による流入者管理 も、機構的成熟 を遂 げた宿泊業 の村 や町を領 内各地
に配す ることによ っては じめて実現可能 であ った。
② 信仰登 山集落 間関係 の変化 と参詣者受 け入 れ体制 の整備
参詣者 の量的 ・質 的変化 は参詣拠 点 と しての村 ・町内部 に影響を及ぼすにとどまらなかった。
まず最初 に富士山 中における社会関係 の展 開過程 との関連 につ いて見てみょ う。
駿州富士郡大宮(現 、静岡県富士宮市)の 富士本宮 は17世 紀初 頭 に幕府 か ら富士 山頂 での諸
権 益所持 につ いて の保証 と、 当時の領主(徳 川忠長)か ら山頂付近 は 「大宮 しはい」 との認可
を取 り付 ける ことに成功 して いた。 そ して これ ら裁定を背景 に、富士本宮 は 「山名主」 を要 と
して山頂付近一帯 の小屋経営者の統制 を実施 し、 その支配を確立 していたのである。
山名主 は本来 は須走村 など山麓村 々の住民 であるが、富士 山頂 での経営活動 に従事す るにあ
た って は、 近世 初頭以来伝統 的 に富士本宮 との支配 ・被支配 関係 の下 に置かれて いた。彼 らに
は富士本宮か らさまざまな義務 が課せ られて いたが、 山頂付近 で参詣者 などの死骸が発見 され
た際 には富士本 宮の出張機 関であ る嶽役所 の指示 に基 づいて、死骸 を登 山道か ら除去 して山中
埋葬 を行 うこともそのひ とっであ った。富士本宮 は山名主 を通 じて山頂付近 の管理権 を独 占 し
ていたのであ り、死骸 は山麓 に降ろされ ることはなか った。
17世紀(寛 永期)に 須走村 の属す る駿東郡が小 田原 藩領 に編入 され、富士郡 の富士本宮 と須
走村 とは支配領 域を分 けるが、 それ以降 も富士本宮 は山名主 に対 して支配 力 を行使 してお り、
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山頂付近 におけ る社 会関係 は山麓 の支配領域 の変動 に左右 されず継続 した。 これ は自然環境 と
富士本宮 によ る小屋支配体制 を前 に して、 山麓 の村 々による山頂付近 の土地 に関す る経営 と管
理 の実施 一す なわち土地所持 の実現 は困難 だったことが原因で ある。
しか し須走村 は山頂付近 での諸経営 に関 して しだ いに既得権視 を強め、18世 紀初頭(元 禄期)
には富士本宮 との間 に争論 を起 こしている。元禄期の須走 村 にお いては参詣者 の増加 によ って
それ ら諸経営が経済 的重要性 を高 めるに従 って、村全体 の権益 の一部 として認識す る傾 向が顕
著 になっていた。 そ して須走村 は同村 の住民が経営 に関わ る施設 が分布 す る場所 を囲 い込 み、
他者 の介入 の排除 を目指 すよ うになる。 こうした経営活動 圏の生成 が須走村 の山頂付近 におけ
る土地所持観=「 懸 り場」認識 の原型で ある。
須走村 の山頂へ の進 出は以後 も進展 し、明和 ・安 永期 には須走村 と富士本宮、 それに甲州側
の信仰登 山集落 である吉 田村(現 、 山梨県富士吉田市)の 三 者が争論 を起 こ している。 この争
論 は山 中での参詣者 の事故死 の多発化 を受 けて、富士本宮 による山頂付近 での死骸処理 の独 占
と山中埋葬慣行 とが須走村 などか ら疑問視 され るよ うにな った ことが主 因であ る。(1)で見 た明
和期 における須走村 の参詣者管理上 の課題 には山中での死 亡事故 の際の村 への死骸引 き取 りも
含 まれ ていたのであ り、 それは登 山中 も生命の安全 を求 め、万一 の事故 にあた っては寺院へ の
埋葬 と遺族へ の連絡 を要望す るよ うになった参詣者 へ対応 す るためであ った。参詣旅行 は危険
を冒 しての修行 の機会 ではな くな りっっ あったのであ る。
須走村 の 「懸 り場」認識 は、すで に成立 していた経済活動 圏の上 に死骸処理 を担当すべ き範
囲 との認識が重 な って完成す る。 さ らに管理権 の確立 には管理担 当範囲 を明示す る もの一つ ま
り境界 の画定が必要で あ り、 こ うして明和 ・安永争論 は山頂付近 の土地帰属 その もの をめ ぐる
郡 ・国境争論へ と発展す る。近世初頭以来存続 して きた慣行的 な富士本宮 の支配 と、山麓 にお
ける現行 の領域支配体制 とはよ うや くここに衝突 す るに至 るのである。
山名主や小屋 の者 たちの各居住村への従属化 はこの時期 さ らに進行 し、山頂付近 の経営 ・管
理 は富士本宮 の独 占を離れ、須走村や吉田村 な ど各信仰登 山集落 を加え て実施 され る体制へ と
移行す る。 そ して各集落 の経営 ・管理への参加 はく富士本宮 一嶽役所 一山名主 一小 屋〉 とい う
近世初頭 に付設 され た機構 を通 じて行われた。 山名主 や小屋 の者 たちが各居住村の利害代弁者
的な性格 を強 めた ことによ って、右 の機構 は経 営 ・管理上 の意見調整や トラブル解 決のための
富士本宮 とのパ イプと して機能す るよ うにな ったのである。
山頂付近 で発見 され た死骸 につ いて も、 山名主 また嶽役所 と誼 みを通 じることによって山麓
への引 き降 ろ しと処理 が可能 とな ってお り、 ここに山中埋葬慣行 は事実上否定 され る。近世後
期 におけ る富士 山は共 同の生業の場 と して、 また幕藩制支配 とも適合的 な空間 と してその経営
と管理 がな されるに至 っていたので ある。
一517一
信仰登山集落間関係 は山中のみな らず山麓部分で も、参詣者 の誘致をめ ぐって しだ いに複雑
化 の様相を呈 していた。 そのひとっが須走村 と同 じく御厨領地域 に属す る須 山村(現 、静 岡県
裾 野市)に よる参詣者誘致 と諸経営活動 の再開 をめ ぐる動向で ある。
明和 ・安 永争論時 には須山村 は須 山口登 山道 を閉鎖 して いたが、証人 と して争論 に参加 す る
中で信仰登山集落 としての復活を強 く念願す るよ うにな り、須 山 口登山道 の認可 と再興 のため
の訴癩 運動 を幕府 と小田原藩 に対 して執拗 に続 ける。当時の須 山村 は不 況状 態 に陥 ってお り、
御 厨領地域 を訪れ る参詣 者の増加傾 向を 目の当 た りに して、参 詣者相手 の経営活動 の再 開に よ
る利 潤獲得へ の意欲をか き立 て られざるを得 ない立場 にあったのであ る。
しか し訴 願関係の出費が村全体 を さらに逼迫 させ た ことを直接 の原因 として、村方騒動 が発
生 してい る。 その結果、 特権 的な名主 の没落や 「惣百姓」 の地 位の向上 な ど社会 関係 の変化 が
生 じたが、 騒動 を通 じて村役人 と 「惣百姓」 との間 に訴願継続上 の合意 が形成 され る。 そ して
須 山口登 山道の再興 は18世 紀後期(安 永期末～天明期初 頭)に は実現 し、参詣者相手 の諸 経営
活動 は住民 全体の生計 を支 え るもの として村の経 済構造 の中に組 み込 まれる。 それは須 山村 の
近世後期 的な信仰登 山集 落 と しての再生 を意味 して いた。
須 山村 の参詣者誘致 は参詣者 の宿泊先 の流動化 に乗 じて、 隣村 である須走村 の従来 の客層 を
奪 い取 るかたちで展開 したため、両村 は争論 に突入 してい る。 このよ うに参詣者 の増加 ・変質
が従来 の利潤配分 関係 の全面的 な改正 の必要性 を高 あたたあ、 明和～寛政期 の各信仰登山集落
の間 には参詣者誘致 や山中での経営活動 をめ ぐる争論 が頻発 した。っ ま り争論 とい う当事者同
士 の直接的 な関係調整 を通 じて、各信仰登 山集落 の間において近世後期的状況 に対 応 して ゆ く
ための新 たな形式 が模索 されて いたのであ り、須走 ・須 山村 は争論 を経 て御厨領地域 にお ける
参詣者 の分有化で の合意 に至 って いる。
また近世後期以降 は各信仰登山集 落の参詣者誘致上 の経営方針 の類似化 が進行 す る。 これ は
ある集落が発 明 した方針 の有効性が判 明す るや、他 の集落 も対抗上順次採 用 してい ったたあ に
起 きた現象で ある。各信仰登山集 落 は争論 とい う強硬手段 に訴え ることな く、互 いの経営 バ ラ
ンスの維 持 一つ ま り間接的な関係調整 を試 みるよ うになっていた。
吉 田村 による女 性参 詣者誘致活動 は18世 紀中葉(元 文期)こ ろか ら活発化 しは じめて19世 紀
初 頭(寛 政期)に 本格 化 し、 同 じ時期 には女性参詣者を誘致 していなか った駿州側 の須走村 や
須 山村 にも しだ いに女 性参詣者 の来訪が増加す るよ うにな る。 そ して19世 紀 中葉(万 延期)に
は各信仰登 山集 落 にとって、女性 が信仰 の山 に入 ることへの禁忌観 はすで に集落間で の経営バ
ランスの維 持 とい う命題 を前 に して相対化 されてお り、女性参詣者 は誘致対象で ある参詣者 の
一部分 として認識 され
、 その受 け入 れが進め られ るのである。
信仰登 山集落群 は、共通 の場(富 士山)に 生計 を依存 してゆ く中で、参詣者の量 的 ・質的変
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化 に対応 して互 いの利害調整手 段を しだいに洗練化 させて いた。彼 らは山中 と山麓 にお いて、
各 自の支 配領域を越え た共生 関係を構築 す るに至 っていたので あ り、 それ こそが富士 山全域 に
お ける参詣者受 け入れ体制 の長 足な進歩 の原動力で あった。
㈲ 地域の中での信仰登山集 落の特権 的立場 とその崩壊
須走 村な ど信仰 登山集 落 は、 それぞれが属す る地域 にお いて領主 か ら特権 的な立場 を与 え ら
れていた。 た とえば御厨領地域 にあ っては須走 口登山道 以外の 「間道」 を利用 した登 山は禁止
されてお り、須走村 は領主 か ら参詣者通行 ・宿泊 の集中を ともに保証 されていた。 これ は須走
村 を介 した参詣者 管理 の実現 と同時に、駿 ・甲州境 に位 置す る交通 ・流通上 の拠点 で もある同
村 の再生産 が領 国経済体制 の維持 や国境防衛上、 きわめて重要 な意味 を持 っていたためである。
また御厨領地域 では経済政策上 の中心地 と しての御殿場村(現 、静 岡県御殿場市)に 商業活
動 を集 中す るの と平行 して、竹之下村 一御殿場村 一須走村 をつな ぐ道(御 殿場通)の 富士 山参
詣 ルー トと しての公定化 が17世 紀末～18世 紀初頭(延 宝 ～享保期)か ら実施 され ている。 これ
は御殿場村 の振興策 の一環 として参詣者を も集 中 させよ うとす る狙 いに基づ くもので あ り、 つ
ま り参詣 ルー トの公定化 は地域 の交通・流通統制政策 の拠 点 と して機 能 すべ き村 々の再生 産 を
補助す るために施行 された政策 であった。
須走村 の参詣者 をめ ぐる特権的 な立場 は、地域 の中で須走村の浅間神社 が広範 な崇敬 を受 け
て いた ことによって も支え られて いた。村 を越 えた地域(組 合村 ・郡 中)単 位 で の祭 祀 が執行
されて いた同神社 は、地域全体 の保全 のために重要な意味を持 っ宗 教施設 であ ったが、 こう し
た立場 に基づ いて同神社 は自 ら 「御厨惣鎮守」 を称 し、「富士 山東 口浅間宮 」 の名 乗 りや 「御
師職号」 な どを排他的 に使用 して いた。 これ ら標識の独 占は地域住民 に対 して他 の 「産神」 に
過 ぎな い神社 との格差を強調 す るとともに、地域住 民だ けでな く遠来 の参詣者 に とって唯一 の
崇 敬対象 とな り得 る神社 であ るとの認識 を促す ことにな る。
須走村への参 詣者の集 中 はこう して正当化が はか られていたのであ り、 地域 内交通 ・流通 統
制 政策 と宗教 的秩序 が互 いに補完 しあ って公定参詣 ルー トは維持 されていたので あ る。 こうし
た地域内部 にお ける信仰登山集落 の特権性 の確保 こそが、(2)で延 べた同集落群 を基本的 な構成
員 とす る山中・山麓 での社会関係 の展 開の前提 であ った。
ところで、 信仰登 山集落 は他 の村 々に参詣ルー トの堅守 を求 めて いたが、 その反面で地域の
外 か ら参詣者 を誘致 し続 け るにあた って地域住民 の生活 の安定 を保障す る義務 も課せ られてお
り、他の村 々か ら経営上 の規制 を突 き付 け られていた。互 いの関係 を安定 させ るために信仰登
山集落が順 守を求 め られた規制 のひとっが女人登 山禁制 であった。
女人登 山禁制 は富士 山麓地域一帯 に存在 してお り、女性 による富士山への登山 は悪天候 を も
た らす もの と して忌避 す る観念 に基づ いて いた。実際 の禁制の担 い手 は登山 口を 占有 し、 かつ
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地域全体 の保全 に責 任のあ る宗教施設 を管理す る各信仰登 山集 落であ った。 しか し寛政期以 降
の信仰登 山集落群 は経 営上の競争 を通 じて女人登山 についての忌避観 を一斉 に希薄化 させ るの
で あ り、 しだ いに自主 的な禁制 の緩和 や女性参詣者 の誘 致な ど、地域慣 習か らはなはだ し く逸
脱 した行動 を取 りは じめ る。
こうして女人登 山禁制 が一方的 に破棄 されか けるに及 んで、他 の村 々は地域 の村連合組織 で
あ る組合村 や郡 中 に依拠 して信仰登 山集落 にそ の厳守を要 求す る。村連合 は地域秩序 を壊乱す
る危 険のあ る者 の流入 に対 す る統一 的な管理体制 と して も機能 す るが、富士 山麓地域 に とって
女性参詣者 は従来 か らの慣習 を破棄 しよ うとす る新 たな流入者 であ り、秩序管理 の立場 か らは
その受 け入 れの制 限が 目指 され ることになるので ある。
しか し都市部 を中心 と した女性 の信仰 ・文化活動 への進 出傾 向を反映 す る女性参詣者 の増加
は もはや不可逆 的な事態 であ った。 そ して信仰登 山集落 は参詣者 に もっぱ ら生計 を依存 して い
たために、 その行動形態 や要求 内容が地域住民の慣 習や通念 と抵触す る として も、む しろそれ
らに順応 しっっ要求 の実現 に努 める ことが経 営の維持 と拡大 の最大 の条件 となって いた。信仰
登山集落 は地域社会 の構成員で あ りなが ら外部地域 との関係 に再生産を強 く依存 して いたので
あ り、 その経営活動 は両者 のバ ランスの中で展 開す ることにな る。
女性参詣者 にっ いて言 うな らば、彼女 たちの受 け入 れを漸進的 に拡大す ることで しだ いに女
人 登山禁制 を形骸化 させ ていった信仰登 山集落 は、地域 とその外部地 域 との文化 的な仲 介者 と
して も機能 して いた と言 い得 るで あろう。
以上見て きたよ うな信仰登山集落の地域 内部 での特権的立場 は、参詣者 の さ らな る流動化傾
向 に促 され、参詣者相手 の諸経 営の新 たな拠点が地域内部 に分散 して発達 を遂 げる ことによ っ
て近代 に向 けて足 元か ら掘 り崩 されてゆ く。 その顕著な例が御厨領地域 の御殿場通以外 の竹之
下村 一吉沢村 一須走村 を結 ぶ もう一本 の道(古 沢通)の 勃興であ った。
先述 した ような理由か ら参詣者 ほか旅行者一般の通行 や荷物 の運送上、古沢通 と御殿場通 と
の間に は明確な格差 が設 け られ ていたが、 御殿場通 は古沢通 に比べ てかな り長距離 な迂回路で
あ り、古沢通 には参詣者 が頻繁 に流入 して いた。 そのため古沢通(現 、静岡県御殿場市)は 参
詣者相手 の諸経営 の進 出意欲が強 く、近世 後期か ら幕末 にかけて双方 の道 の格差是正 を訴願 し
続 け、古沢村 と御殿場村 は常 に係争状態 に置かれ ることにな った。
この両村 の争 いは、実 際には古沢通 と御 殿場通 のふたっの道沿 いの村 々による利益誘導上 の
綱引 きで もあっ た。古沢通沿 い村 々による利益誘導 の活発化 は、沿道 にお ける宿 泊業の展 開や
駄 賃馬 ・駕篭 の提供、飲食物販売な どさまざまな参詣者相手 のサ ー ビス的経営 の実践 へ とっな
が り、幕末 に向けて古沢通 を利用 して古沢村 へ投宿す る参詣者 を増加 させ る。 その反面 で御殿
場 通 の優越性 は沈下 し、須走村 も大 き く客層 を奪 われ たので ある。
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御殿場村 は近代 に入 って御殿場通沿 い村々 とともに、途 中に須走村 を介 さず御殿場通 と直接
連結す る新登 山道 の開削 に乗 り出 して いる。御殿場村 が こうした新機軸 を打 ち出 して再び経営
上 の優位 に立 ち、古沢村 との争 いを止揚 し得たのは、須走村 の参詣者集 中上 の近世的特権 の喪
失が最大の要因で あ った。近代以降の参詣者管理 は村 の請負 を離 れて警察 など国家 の公的機関
に吸収 され てゆ くで あろ うし、領国経済や国境 防衛上 の意義 は幕藩制 と同時 に消滅す る。近代
的支配体制 は信仰登山集落 の機能 を必要 とは しなか ったのである。
さ らに宿泊先 の流動性 を高 めて いた参詣者 は近世後期以来、 師檀 ・定宿関係 による信仰登 山
集落へ の投宿 を もはや絶対 の前提 とは して いなか った。 このため近世領主 権力 による諸 規制 の
撤廃後 は、御殿場村の新登山道開削が象徴 す るよ うに、他 の村 々 との間 に参詣者誘致 お よび諸
経営上 の 自由競争が公然 と導入 され るに至 るのである。 こうした近代 にお ける地域 内部 での新
たな行動 は、信仰登山集落 を中心 として近世後期 に完成 した 「参詣旅行をめ ぐる地域社 会」 の
構造の さ らなる再編 を連鎖的 に進行 させ ることになるで あろ う。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、近世 日本 の地域 内部 にお ける社会関係 の新 たな形成 または再編が、 いか に外部地
域 との有 機的かつ継続 的 な関連性 を もって進行 したか を、近世 にお け る参詣旅 行 の大衆 化 ・娯
楽化がその対象 とな った寺社 ・山岳 の周辺地域 に もた らした社会構造 レベルでの影響 の諸相 を
総合的 に検討す ることを通 じて考究 した もので ある。序章、 本論3編7章 、終章か ら構成 され、
第7章 に補論 を付 す。 第5章 のみ出羽三 山参詣者 とその宿泊地で あった庄内藩城下 町の鶴岡を
扱 ってい る他 は、 すべて近世後期 に大量 の富士山参詣者 を受 け入れた富士 山麓の駿州側地域 を
分析対象 と してい る。
序章 で は、論者 の提 唱す る 「参詣旅行 の地域史」 どいう研 究 テーマ にアプローチす る上 での
基本的立場 と課題、 およ び分析視角 につ いて述べ、関連 の先 行研究 に批判 的 に論及 す る。
第1編 「村社会 と参詣者」 で は、富士 山参詣 者 の来訪 ・宿 泊が村社会 に及ぼ した影響 を、近
世期 に富 士山御 師の集住 していた駿州駿東郡須走村を事例 に検 討す る。
第1章 「近世 におけ る富士 山参詣者 の数量的変遷 と諸特 質 一須走村御 師宿 帳 の分析 か ら一」
で は、須走 村居住 の富士 山御 師の1人 であ った米山久太夫 家にお いて作成 ・保存 された富士 山
参詣者の同家への宿泊記録=宿 帳を分析 して、地域別 に参詣 者数 の変遷 を明 らか に して お り、
次章 以降の議論 の前提 をなす。本稿 で提示 されたデ ータは、統計 的研究 の乏 しい富士 山参詣史
研究 にとって貴重 な財産 とな るものであるが、争論 の際に は宿 帳が宿泊業 者個人 を越 えて村全
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体、 あるいは村 内の経営者 グループの利益 を確保す る上 で重要 な機能 を発揮 した という文書 学
的 に も重要 な指摘 を している。
第2章 「富士 山御師 と宿泊業 一在地宗教者 と村社会 一」で は、須走村 への参詣者 の来訪 ・宿
泊が契機 とな って発生 した、宿泊業経営 の利益分配 や参詣者管理を め ぐる問題 ・争論 の分析 を
通 して、信仰登 山集落 の再生産構造、 および御師 の論理 ・志 向 と村 の論理 との関係 に迫 り、御
師 は宗教 者 と して の身分確立 とそれによる参詣宿泊者獲得増大 を志 向 しなが らも、富士 山参詣
者 を対 象 とす る生業 に村民全体 が生計 を依存 して いたことか ら、村全体 の存続 を損 なわない範
囲で しか宗教者身分 と して 自 らを確立 しえなか った ことを指摘 してい る。村 の論理 との関係 で
在地 宗教者 の存立形 態を明 らかに した点が本稿の新 味であ る。
第2編 「地 域社会 と参詣者」 で は、 目を信仰登山集落内部 の社会 関係 か ら参詣対象 山岳周辺
地域 の社 会関係 に転 じ、参詣者対象 の諸経営活動 をめ ぐる対立 ない し結合 が発生す る社会的背
景 を探 るとともに、対立 の調整 ・解決の あ り方 を地域全体 の秩序維持 との関連で考究す る。
第3章 「参詣 の道 ・生計 の道 一近世小 田原藩の領 内地域支配 と富士 山参詣者 一」で は、小 田
原藩領 内の駿 州御厨地域 を対象 に、領主が領内を通 行す る富士 山参詣者 の もた らす利益 を町場
と信仰登 山集落 に集 中 させ る交通 ・流通政策 を実施 した ことか ら発生 した、御厨地 域村 々の間
の利害 の共有 と対立 の有様 を検討 して いる。
第4章 「登 山道 と地域社会 一近世後期須山 口富士登 山道復興過程 のスケ ッチ ー」 で は、 駿州
駿東郡須 山村 を取 り上 げ、宝永4(1707)の 富士 山噴火 の被害で利用が中断 されてい た須 山口
登 山道 を須 山村 が18世 紀後期 に復興 し、再 び富士登 山に関わ る経営 に乗 り出 した ことか ら発生
した、地域 内部 でのさまざまな軋櫟 の検討 を通 じて、信仰登山集落相互 関係 の特質 を照射 す る
とと もに、 利害の調整 によって互 いに共存 をはか る新 たな地域 秩序 が形成 されるプ ロセスを追
究 す る。
第5章 「道者 ・旅籠屋 ・遊女 一近世鶴岡の宿泊業者 と都市行政 一」 では、近世鶴岡 にお ける
出羽三 山道 者(参 詣者)な ど旅行者 の管理体制 の変遷過程 を、七 日町 の宿 泊業 者 の組織 構造 、
町内部 の社 会構造、 および都市行政 との関係 において検討す る。 これ は、前章 まで富士 山 とそ
の山麓 の信 仰登山集落 を対象 に論 じて きた、参詣旅行 によ って結 ばれる地域間関係史の中 にお
け る都市 の位置、 お よび都市 と参詣者 ・参詣旅行 との関係 を究 明す るための作業で あるが、従
来 の近世都市社会構造 の分析 が外部か らの流入者 との関係 を捨象 して きた ことへの批判 で もあ
る。
第3編 「地域慣習 と参詣者」で は、外部 か らの大量 の人 の流入 によって地域 内部 の社 会関係
が変化 したのに伴 い、地域 にお ける慣 習 も何 らか の影響を こうむ らなか ったのか という設 問に、
具体的事例 の分析 を通 して解答を試 み る。
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第6章 「近世後期富士 山麓 における地域社会像 一女入登 山禁制 をめ ぐって一」で は、女人 登
山は悪天候 を もた らす とい う観念か ら富士山麓地域 には女人登 山禁制の慣習が存在 していたが、
師檀 関係 の弛緩 した近世後期 には信仰登山集落 は参詣者誘致 のために女性登山者 も受 け入れ る
よ うにな り、周辺村 々 との対立 を招 きなが らも次第 に地域慣習 か ら乖離 してゆ き、女 人登山禁
制 が有名無実化 す る過程 を解 明 している。女人 登山禁 制 にっいては従来、近代的宗教思想の成
長 によ って外部 か ら突 き崩 されてい った、 と説 かれていたのに対 し、禁制 の存 した地域の側 に
視座 を捉 えて問 い直 した点で、注 目すべ き論考 であ る。
第7章 「近世在地社会 における死骸処理慣行の変容 一富士 山頂付近 の土地管理体制 と山名主 一」
で は、富士山中で発見 され た死骸の処理 は近世初頭以来、富士本宮の山頂付近一帯管理権 の下
にあ り、山中埋葬す るのが慣行であ ったが、18世 紀後期の明和 ・安永期 に山頂付近 の土地 管理
権 の証明 ともな る死骸処理 担当 をあ ぐって発生 した富士本宮 と須 走村 の争論 に対す る幕府評定
所 の裁定 と、参詣者 自身の希望か ら、富士 山頂付近 も18世 紀初頭 よ り平野部 に はすでに普 く広
まって いた死骸処理 システムの中 に組 み込 まれたことを解明 してい る。補論 「山名主再考 一富
士山頂付近 にお ける社 会関係の維持 ・調整 にっ いて 一」で は、本章 で扱 い切 れなか った明和 ・'
安永争論以降の富士山頂付 近 にお ける経営活動 と管理 をあ ぐる社 会関係 の維持 ・調整 のあ り方
を山名主 に焦点を当てて考 究す る。
終章 で は、 各章 の分析結果 を総合 し、参詣旅行をめ ぐって形成 ・再編 される地域社会構造 に ・
つ いて、その全体像の提示 を試 み る。
以上 の ごと く、本論文 の特徴 は、 これ まで別個の分野 と して研究 が進 め られ て きた参詣旅行
史 と地域社会史 を有機 的に連 関 させ たところにあ る。従来 の近世地域社会 史研 究 にあ って は、
地域 の 自己管理能力 とそれに伴 う閉鎖性 ・完結性 の向上 が強調 されがちで あったの に対 し、近
世社 会の特徴 はむ しろ高度 に発達 を遂 げた流通 ・交通 ・情報網 など、 さまざまな媒介類を通 じ
て、 それぞれの地域 が相互 に有機的 に結 びっ くことによ って、 その総体が構成 されて いた とこ
ろ にあ るとの観点 か ら、参詣旅行 を媒介 と した地域 間関係 を地域 内部 の多面的 な社 会関係 の実
態分析 を踏 まえて考究 した点 は、近世社会像を豊 かにす るための新 たな方法の実践 と して高 く
評 価で きる。
よって、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格を有す るもの と
認 め られ る。
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